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１【提出理由】

当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生しましたの

で、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19号の規定に基づき、

本臨時報告書を提出するものです。

 

２【報告内容】

(1) 当該事象の発生年月日

2025年２月４日 (取締役会決議日)

 
(2) 当該事象の内容

米国で販売している地図状萎縮 (Geographic Atrophy) を伴う加齢黄斑変性 (Age-related Macular

Degeneration) の治療剤のIZERVAY
TM
 (一般名：avacincaptad pegol) 硝子体内注射液について、欧州における販売

承認申請の取り下げに伴い、将来計画の見直しを行った結果、IZERVAY
TM
に関する無形資産の減損損失1,151億円を

その他の費用として計上します。

また、筋強直性ジストロフィー患者を対象として研究開発を進めている遺伝子治療プログラムAT466について、研

究開発計画の変更に伴い資産価値の見直しを行った結果、AT466に関する無形資産の減損損失518億円をその他の費

用として計上します。

 
(3) 当該事象の連結損益に与える影響額

当該事象により、2025年３月期の連結決算において、IZERVAY
TM
及びAT466に関する無形資産の減損損失1,669億円

をその他の費用として計上する予定です。

 
以　上
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